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1.平 成20年 度NUICEシ ス テ ム稼 働 状 況

(電子MAIL利 用 状況)
_　 …瑚 一
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一 踊 一 一 一__一 一一 一 一一 合計一一 塑一 一〇 一 一一一一一一一一薄■圃0-一 一一一一一一一一瞳劉駆 §§睾§
_竈§塁畿

教員用メールサーバ

(daibutsu)

受信件数 159,918 143,078 147,443 132,804 127,064

一一齪 闇0■-

130,173 132,692 94,306 96,110 92,567 115,819 122,352 1,494,326
発信件数 35,699 30,860 27,500 28,070 30,657 36,236 29,936 30,318 102,027 108,830 102,574 129,039 691,746
合計 195,617 173,938 174,943 160,874 157,721 166,409 162,628 124,624 198,137 201,397 218,393 251,391 2,186,072

学生用メ1レ サーバ

(tbox)

受信件数 2,091 1,293 564 776 607 736 604 519 708 941 532 713 10,084
発信件数 931 687 238 347 236 326 319 470 2,574 3,101 2,039 2,842 14,110
合計13,02211,98018・211・123184311 ,・621g231g8gl3,28214,・4212 ,57113,555124,194

(SERVER稼 動状 況)

教 員用メー ルサ ーバ

(daibutsu)

稼動 日数 30 31 30 31 31 30 31 30 30 31 28 31 364
稼動時間(分) 43,200 44,640 43,200 44,640 44,640 43,200 44,640 43,200 41,820 II,1' 40,320 44,640 522,780
保守時間(分) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
故障時間(分) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
セッション開設件数 187 138 84 145 148 215 149 88 134 201 226 177 1,892
セッション処理時間(分) 7,526 4,565 2,009 2,227 3,719 1. 5,558 2,707 6,546 6,805 13,687 16,947 81,004

St

稼動 日数 0
稼動時間(分)

0
保守時間(分)

0
故障時間(分) 0
セッション開設件数

0
セッション処理時間(分)

0

学 生 用メール サー バ

(tbox)

稼動日数 30 31 30 31 31 30 31 30 30 31 28 31 364
稼動時間(分) 43,200 44,640 43,200 II,1, 44,640 43,200 44,640 43,200 41,820 II'1, 40,320 44,640 522,780
保守時間(分) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
故障時間(分) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
セッション開設件数 69 101 54 59 38 48 59 45 63 53 32 32 653
セッション処理時間(分) 847 815 261 166 98 160 338 170 454 363 199 280 4,151

備 考

全学停電に伴うシ
ステム停止
12/2713:00-12/29

12:00
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2.平 成20年 度 第2電 算実習室 自習利用状況

学科等 学年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間集計

国文

合計

1 67 32 45 82 3 7 17 20 8 40 8 0 329

2 45 68 78 75 2 19 37 33 25 50 4 0 436

3 27 42 50 71 4 14 36 28 28 56 6 0 362

4以 上 20 29 18 38 4 9 42 55 100 33 7 0 355

合計 159 171 191 266 13 49 132 136 161 179 25 0 1,482

史

合計

1 37 33 41 62 0 7 31 17 27 79 0 0 334

2 22 32 78 200 1 17 84 44 69 144 17 0 708

3 36 124 93 160 6 40 72 81 94 138 18 0 862

4以 上 73 97 82 101 5 43 105 66 172 66 12 0 822

合計 168 286 294 523 12 107 292 208 362 427 47 0 2,726

地理

合計

1 59 130 150 186 9 61 85 148 130 78 4 0 1,040

2 92 183 196 297 20 53 122 167 200 315 4 0 1,649

3 56 148 124 188 15 50 108 98 125 231 23 0 1,166

4以 上 78 88 93 125 8 33 125 123 244 78 19 0 1,014

合計 285 549 563 796 52 197 440 536 699 702 50 0 4,869

文化財

合計

1 32 18 37 67 7 10 23 28 29 78 2 0 331

2 22 37 72 148 2 12 64 39 84 101 5 0 586

3 33 72 61 139 5 29 79 40 49 117 12 0 636

4以 上 29 30 32 76 0 5 25 10 78 54 10 0 349

合計 116 157 202 430 14 56 191 117 240 350 29 0 1,902

社会学部

合計

1 33 26 59 32 1 7 75 41 72 65 6 0 417

2 48 70 97 174 3 4 50 32 60 130 8 0 676

3 16 65 61 118 8 5 52 32 27 66 2 0 452

4以 上 43 68 82 209 8 29 88 49 107 155 23 0 861

合計 140 229 299 533 20 45 265 154 266 416 39 0 2,406

通信教育部 合計 3 2 2 5 0 0 0 11 4 0 9 0 36

院生その他 合計 32 31 28 32 2 18 30 0 11 34 12 0 230

総数 〕i認 劔 暮L 箋。毒鰻 一
・ 董
。一鍛 ・ 鑑魏鑓 肇欝 、 4簸. 一凄

.3憩.へ 茎漣鍵 、善 重。.辮 一 壌錘麓妻、 建網 .薙 143.鱒 圭

開館日数 24 22 25 25 3 11 25 18 21 20 10 4 208

使 用 率(人/1DAY) 37.6 64.8 63.2 103.4 37.7 42.9 54.0 64.6 83.0 105.4 21.1 o.o 65.6

備考
教育シス払更新の為、
2月14日 から利用停止

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
前年度計 1,399 1,666 1,801 2,216 0 508 1,225 1,099 1,526 1,981 252 171 13,844

今年度計 903 1,425 1,579 2,585 113 472 1,350 1,162 1,743 2,108 211 0 13,651

前年比 65% 86% 88% 117°10 0% 93% 110% 1060 114% 106% 84% 0% 99%

(人)

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

年間第2実習室利用者総数

粛.オ
＼＼ ノイグ ＼

一 ＼＼/!一 ＼

一 ＼＼/＼
1,lI,IlIlI'bこ 禦

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

+平 成20年度

→ト 平成19年 度

2 3 (月)

学科等 年間延人数 比率(96)
国文 1,482 10.86

史 2,726 19.97

地理 4,869 35.67

文化財 1,902 13.93

文学部小計 10,979 8043

社会学部 2,406 17.63

通信教育部 36 0.26

院生その他 230 1.68

合計 13,651 100.00

通信教育部

社会学部

文化財

年間延人数

院生その
他 団国文

■史

口地理

口文化財

■社会学部

國通信教育部

■院生その他

学年 年間延人数 比率(%)
1年 次生 2,451 17.95

2年 次生 4,055 29.70

3年 次生 3,478 25.48

4年 次生以上 3,401 24.91

通信教育部 36 0.26

院生その他 230 is

合計 13,651 100.00

4年次生
以上
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3.平 成20年 度 第4電 算実習室 自習利用状況

学科等 学年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間集計

国文

合計

1 3 2 4 5 2 2 1 0 0 4 0 0 23

2 0 3 4 5 2 11 1 0 0 7 0 0 33

3 1 3 5 3 0 4 4 3 1 5 1 0 30

4以 上 1 0 4 2 2 7 5 1 13 0 0 0 35

合計 5 8 17 15 6 24 11 4 14 16 1 0 121

史

合計

1 0 3 3 2 0 1 2 0 3 4 0 0 18

2 2 5 11 13 5 9 4 0 6 14 0 0 69

3 2 7 5 14 5 18 3 8 7 9 0 0 78

4以 上 7 12 10 11 15 17 18 7 22 8 0 0 127

合計 11 27 29 40 25 45 27 15 38 35 0 0 292

地理

合計

1 0 5 8 13 3 7 2 7 6 2 1 0 54

2 12 15 15 31 11 6 10 16 28 49 1 0 194

3 4 9 5 8 19 15 5 6 10 16 2 0 99

4以 上 6 12 7 11 14 21 13 12 48 10 1 0 155

合計 22 41 35 63 47 49 30 41 92 77 5 0 502

文化財

合計

1 0 1 1 5 0 3 3 1 0 4 0 0 18

2 z 2 8 9 1 7 6 3 4 10 0 0 52

3 2 4 4 25 8 6 5 3 3 10 1 0 71

4以 上 1 0 0 7 3 3 0 0 8 6 0 0 zs

合計 5 7 13 46 12 19 14 7 15 30 1 0 169

社会学部

合計

1 0 0 2 2 2 1 7 3 4 5 0 0 26

2 3 z 4 12 3 2 1 2 5 5 1 0 40

3 0 1 3 12 3 1 0 0 1 5 0 0 26

4以 上 3 1 4 12 20 12 1 4 7 10 1 0 75

合計 6 4 13 38 28 16 9 9 17 25 2 0 167

通信教育部 合計 0 0 0 4 3 10 0 2 1 0 2 0 22

院生その他 合計 4 5 10 10 8 14 2 0 1 8 0 0 62

総数 藪一'・ま 濃 薫 薫
--n.「 「L

∵.。二蟄 ゴ、5、ざ
乱・.こド 睡黙..._r謹 麓i勤三 影織:i「　 1 灘=適繕

ゴ 碑一L_一 一

__コ_隠 警 鷺盛鎌 』濃イー6
開館 日数 6 18 21 24 20 23 21 12 17 18 1 0 181

使用率(人/1DAY) 8.8 5.1 5.6 9.0 6.5 7.7 4.4 6.5 10.5 10.6 11.0 00 7.4

備考
教育システム更新の為、
2月14日 から利用停止

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
前年度計 188 492 427 876 206 254 419 218 283 342 152 21

・.

今年度計 53 92 117 216 129 177 93 78 178 191 11 0 1,335

前年比 28% 19% 27% 25% 63% 70% 22% 36% 63% 56% 7% 0% 34%

学科等 年間延人数 比 率(96)
国文 121 1.

史 292 21.87

地理 502 37.60

文化財 169 12.66

文学部小計 1,084 81.20

社会学部 167 12.51

通信教育部 22 1.65

院生その他 62 4.64

合計 1,335 100.00

年間延人数

院生その他
通信教育部

地理

史

国国文

■史

ロ地理

ロ文化財

■社会学部

國通信教育部

■院生その他

学年 年間延人数 比率(96)
1年 次生

■

139 10.41

2年 次生 388 29.06

3年 次生 304 22.77

4年 次生以上 420 31.46

通信教育部 22 1.65

院生その他 62 4.64

合計 1,335 100.00

4年 次
以上

年間延人数

3年 次生



4. 奈良大学情報処理センター 自習利用者数(平成11年度から平成20年度まで)

轄 学年
準 展

平劇1年 崖
α999)

平虞12年度
伽000

平趨3俸 度
②自01)
平脚碑度
㎜

平虞15#度
伽03)

平成16駕度
f1

平虞17俸度
・i1-.

雫繍8年 度
像oo6)

平釦9俸 度
.11
竿麟 慶
㈱

潤文

1 183 89 104 88 66 46 542 367 349 352
2 83 83 76 128 2Q2 155 鋤 372 239 469
3 38 88 216 76 375 661 313 647 520 392
4 17 55 羽9 359 35 442 411 369 294 3go

史

t 251 308 174 251 198 75 834 780 479 352

Z 73 190 239 223 367 342 657 2,055 781 777
3 8fi 146 283 614 ・・1 1,402 957 1,458 1,677 940

4 56 167 71 zse Aso 219 936 sza 528 949
1 469 536 394 232 277 1,462 2,244 2,222 1,414 1,094
2 734 7Q5 671 B70 ,09fi 958 2,683 2,591 1,447 1,$43端理
3 891 1,126 985 1,441 1,213 t786 1,807 3,470 1,574 1,285
4 431 453 851 721 971 967 1,420 1β20 1,351 1,189
1 135 298 105 Asa ss 124 828 820 391 349

2 447 409 3$4 581 418 217 91B 1,422 777 638文化財
3 480 239 358 490 630 6?$ 396 1,378 924 707
4 63 281 109 172 ass 3獅 589 5t4 713 377

1 691 599 316 2fi6 Aso 420 1,376 1,787 579 443

2 854 tO73 #,109 1,5x2 745 韻 1,257 2,607 65B 716社会学部
3 638 799 1,229 941 1,403 852 2,375 2,398 t626 .;

4 278 267 3B7 744 682 697 1,132 2,560 1,214 a3e
大学院・その他 5 56 50 az2 124 138 243 205 115 zs2
通信教育部 U (} 0 0 0 0 95 105 74 58
計 6,901 7,847 8,010 10,332 iO,535 12,796 22,393 31,175 17,722 14,986

備考
層璽胃システム翼用翻飽 禰劇1=卜一ナー,」ヒデジ

タルカメラ尋得ゴリ

躍
下足入館曜に慶疑

緬●1胃システム繧用隔
鱈
外鯵喰岡ムベー4内D日
㎜

叩覇葛騨可聯に躍更
ツリペイド實ナ」ンタ艇

i

(人)
350α0

㎜

25000

㎜

15000

YJl/

㎜

0
羽城1陣 痩
(鵬9)

年度別総利用者数

31,175

欧

/ ＼
欝

一一一…一一

17,722

㈱/ 14.98$

〉

7,947 8,010

葉O,332

ハ

10,535

一

、

8,901
v ▼

5 1 叱一a

耶劇2年 度 平成13雄 度 畢劇4年 度

(2000)(2001)(2002)

平成壌5舘度 畢成16年 度

(2003)(2004}
平威17年 度 平成18年 度 平成19年 度 平成20年 度
(2005)(2008}{2007)(2008}

ロ4年 次

ロ3年 次

■2年次

瞳1年次
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昭和60年 秋

昭和61年3月

昭和62年2月

昭和63年3月

4月

5月

6月

9月

11月

平成元年3月

4月

4月

7月

10月

¥r成2年4月

4月

6月

7月

7月

8月

12月

平成3年3月

4月

7月

7月

9月

10月

11月

平成4年4月

4月

4月

6月

6月

7月

8月

9月

5.奈 良大学情報処理セ ンターの歩み

学 長諮二問機 関 と して電 算機等検 討委員会設 置

情報 処理 セ ンターの建物 、組織 、運営 、電 算機導 入計画

導入機種選定方針な どにっいて検討 を開始

システムの構成を決定

第1シ ステム室 にNECACOS430モ デル70設 置、試験運用開始

第1電 算実習室 にPC9801VM21(35台)を 設置

情報処理セ ンター開設

第2電 算実習室 にNECPC9801VM21(25台)を 設 置

入力室 に富一1通FACOM9450ΣrnkHを 設置

NECACOS430モ デル70正 式運 用開始

情報処理 セ ンター検討委員会設嗣

奈良大学情報処理 セ ンター規則制定

奈良大学情報処理 セ ンター規則施行

情報処理 セ ンター運営 委員会設置

奈良 大学情報処理 セ ンター利用規則制定、施行

エ ンジニア リングワー クステー ション(HP9000/360CMAX)を 設置

ワープ ロ講習会(5日 間)

ワープ ロ入門講座(5U間)

ワー クステー シ ョンNECN5200mkIIを 設置

NECACOS430モ デル70用 に高速科学演算プ ロセ ッサ を増設

LAN回 線(BRANCH4670H)を 増設

NECACOS430モ デル70のOS(ACOS4/AVP)を バ ー ジョンア ップ

情報処理 セ ンター年 報NO.1号 刊行

ACOS講=習 会(2日 間)

次期機種選定委 員会設置

携帯型 パ ソコンPC980ユNV500台 を導 入

学 内に教 育研究 支援統 合 ネッ トワー ク(SS-NET)を 導 入

教職 員対象パ ソコン講習会(3日 間)

携帯型 パ ソコン操作法 講習 会(3日 間)

パ ソコン講習 会(3日 間)

教 育研究 支援統 合 ネッ トワー ク(SS-NET)講 習 会

携帯 型パ ソコン操 作法講習 会(3[間)

APPLEIVIacintoshSE/30お よび

レーザ ープ リンタCanonLaser-Shot導 入

印刷用プ リンタ室にCanonBJ-330J(6台)導 入

携帯型 パ ソコ ン操 作法講習 会(3[間)

職員対 象COBOL入 門(5日 間)

第1回 公開講 座 「ワープ ロ入門」(4[間)

スーパー コンピュータCONVEXC3420等 導入
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9月

12月

平成5年1月

3月

3月

3月

4月

5月

7月

8月

8月

10月

11月

12月

平成6年5月

5月

7月

8月

8月

9月

11月

平成7年3月

3月

4月

4月

5月

7月

8月

8月

9月

10月

10月

11月

11月

12月

平 成8年3月

4月

5月

ワー クステー シ ョンSUNSparcStation2、IPX2台 、IPC35台 、

IRISlndigoXs24等 導入

情報処理 セ ンター内LAN(Ethernet)を 構築

CONVEX研 修会(2日 間)

SUN講 習 会

総 合研究棟 に第3電 算実習 室・講義 室 ・準備 室 ・共 同利用室が完成

第3電 算 実習 室にSUNワ ー クステ0シ ョン(IPX2台 、IPC35台)を 移設

ワー クステ ーシ ョン利 用説明会

LAN回 線(Ethernet)を 増設

携帯型 パ ソコ ン操作 法講習 会(3日 間)

イメー ジスキ ャナー取扱説 明会

第2回 公開講座 「ワープ ロ入門」(4日 間)

公開講座 「分子軌道法講習 会」(3日 間)

第1回 公開講座 「ビジネ スのための ワークステー ション入門」(5日 間)

携帯型 パ ソコン操作法講習 会(3口 間)

SPSS講 習会

携帯型 パ ソコン操作法講習 会(3日 間)

資格取得対策講座 説 明会 および選抜試験

第3電 算実習室 にSUNIPX1台 増設

第3回 公開講座 「ワープ ロ入門」(4日 間)

講習 会 「研究室 で実現 で きる最新 化学計 算」(2日 間)

公開講座 「分子軌道法講習 会」(2日 間)

携帯二型 パ ソコ ン操作法講習 会(3日 間)

「パ ソコンによ るコンピュー タケ ミス トリー入門」(3日 間)

ACOS430/70運 用停 止

第1・ 第2電 算実習 室のクライア ン ト機 をNECPC9801BA3(60台)に 更新

OSをWindows3」 に統一

LANを 増設

携帯型 パ ソコン操作法講習 会(3[間)

学 内LAN敷 設工事 開始

第4回 公開講座 「パ ソコ ン入門」(4日 間)

講習会 「研究室 で実現 で きる最新 化学計 算」(2日 間)

奈良大学 統合情報処理 ネ ットワークシステム(NUICE)完 成

大阪地域 間ネ ッ トワーク(ORIONS)に 加入

学内LAN(NUKE)をINTERNETに 接続

キ ャ ンパ ス情報 ネ ッ トワー ク完成披露

携帯型 パ ソコ ン操作 法講習 会(3日 間)

教員対象Winbiff講 習会

「パ ソコ ンによ るコンピュー タケ ミス トリー入門」(3日 間)

職 員対 象Winbiff講 習会

携帯型 パ ソコ ン操作 法講習 会(3日 間)
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7月

7月

8月

8月

8月

8月

8月

8月

11月

11月

平成9年3月

3月

3月

3月

4月

5月

5月

6月

6月

7月

8月

8月

10月

12月

平成10年2月

3月

4月

月

月

月

月

只
り

R
J

只
U

R
U

7月

8月

8月

10月

GatewayP5-166設 置

職員研修(コ ンピュー タ初級)

職員研修(コ ンピュー タ中級)

職員研修(コ ンピュータ初級)(2日 問)

SS-NETの 運用 を停止

第5回 公開講座 「パ ソコ ン入門」(4日 間)

職 員研修(コ ンピュー タ中級)(2日 間)

講習会 「研究室で実現で きる最新化学計算」(2[間)

携帯型パ ソ コン操作法講習会(3日 間)

教 員対象新 システム説明会

HPSPP1600/XA-8、HPVISUALIZEC160お よび

テープ ロボ ッ ト(CONVEXC3/264)等 を導 入

第3電 算実習室の クライアン ト機をHPVectraVA6/180(36台)に 更新

OSをWindowsNTに 統一

共 同利用室 にグラフ ィックワークステー シ ョン(HP9000C110)5台 、

イ ンクジ ェッ トプロ ッタ0(HPDesignJet750C)を 設置

WindowsNT操 作説明会

図書館情報検索説明 会(5日 間)

SPSS操 作説明会

パ ソコン講習会(3日 間)

資格取得支援講座説明 会および試験

パ ソコン講習会(3[間)

DECAlphaPersonalWorkstation設 置

第6回 公開講座 「パ ソコン入門」(4日 間)

講習会 「研究室 で実現 で きる最新化学計算」(2日 間)

公開講座 「WindowsNT」(5日 間)

電子 メールア カウン ト付 与講座(10日 間)

電了 メールア カウン ト付 与講座(3「1間)

第1・ 第2電 算実習室 のクライア ン ト機 をHPKAYAKPCXA2660T(60台)

に更新、OSをWindowsNTに 統一

総合研究棟 に第4電 算実習室 開設

クライア ン ト機HPKAYAKPCXA35(12台)を 設置

学生検索 コ0ナ ー 開設

パ ソコン入門講習 会開始

電 子 メールア カウン ト付与講座(10k1問)

文化財 史料学 専攻院生対 象

電 子 メールア カウン ト付与講座(2日 間)

電 子 メールア カウン ト付 与講座(3日 間)

第7回 公開講座 「パ ソコン入門」(4日 間)

講習 会 「研究室 で実現 で きる最新化学計算」(2日 間)

第1回 公開講座 「Exce1入 門」(5口 間)
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11月

12月

・r成11年1月

2月

3月

4月

5月

7月

7月

8月

8月

9月

10月

11月

11月

'1勾J∫～12イト1ナJ

3月

4月

4月

5月

6月

7月

8月

8月

10月

10月

10月

11月

11月

12月

'1∠b父13研ま1/J

4月

4月

4月

5月

6月

6月

電rメ ール アカウ ン ト付 与講i座(10111111)

情 報処理 セ ンター開設10周 年記念 講i演会

パ ソコン入門講習 会修 ∫ノ者対象

電 」乙メールアカ ウン ト付 与講座(2日 間)

パ ソコン入門講習会修 」ノ者対象

電 ∫ニメールアカウ ン ト付 与講座(2日 惜」)

第3電 算実習室の クライ アン ト機をHPKAYAKPCXA6/350(70台)

に更新、OSをWindowsNTに 統一

学生 用メ0ル サーバ設 置

電{yメ ール ア ドレス付▲与・1溝座(10目 間)

奈良二県看護協 会研修 会(2日 間)

電子 メールア ドレス付 与講座(3日 間)

学校図{_F7館協 会研究 大会

第8回 公開講座 「パ ソコ ン入門」(3日 間)

情報処理 セ ンター年報NO.10号 「1」行

第21・1公 開講座 「Exce1入 門」(5目 間)

電 チメールア ドレス付 与講座(10日 間)

2000年 対応バ ージ ョンア ップイ乍業

電fメ ールア ドレス付 与講座(2日 間)

f一寺町教 育委員会パ ソコン体験 セ ミナー

1、2年 生 電fメ ールア ドレス付 与講座(2日 間)

3年 生以L電rメ ールア ドレス付 与講座(5日 間)

1、2年 生 電 」乙メールア ドレス付 与講座(2日 間)

1、2年 生 電rメ ールア ドレス付 与講座(2日 間)

奈良県看護協会研修会

第9回 公開講座 「パ ソコ ン入門J(4日 間)

分 」乙軌道 法講習 会(情 報処理 セ ンター共催)(2日 間)

1、2年 生 電 ∫乙メー ルア ドレス付 与講座(2日 間)

第3[口1公 開講座 「Exce1入 門」(5日 間)

情報処理 セ ンター年報NO.11号 「IJ行

3年 生以 ヒ 竃rメ ールア ドレス付 与講座(5C-1問)

1、2年 生 電1ニメールア ドレス付 与講座(2日 間)

1、2年 生 電 子メールア ドレス付 与講座(2日 間)

3年 生以 ヒ 奄 子メールア ドレス付▲与講座(2日 間)

新情報 教育 コン ピュータ システム導入

第1・ 第2電 算実 習室の クライ アン ト機をCOMPAQDeskProEC(110台)

に更新、OSをWindows2000に 統0

新情 報教育 コンピュー タシステ ム機 器利用 者講習会

竃 子 メールア ドレス付与講座(4日 間)

電子 メールア ドレス付与講座(4日 間)

はや うち タイ ヒ.ングコンテス ト(2日 間)
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7月

8月

8月

9月

10月

10月

11月

11月

12月

平 房～14年2ナ 」

2月

3月

5月

6月

6月

7月

7月

8月

8月

9月

10月

11月

11月

12月

12月

平 成15年1月

5月

5月

6月

6月

7月

7月

8月

8月

9月

10月

10月

11月

11月

奈良県看護協会研修会(21J間)

第10回 公開講座 「パ ソコ ン入門」(4日 間)

分+__軌道法講習会(2日 間)

第4回 公開講座 「Exce1入 門」(5日 間)

電 子 メールア ドレス付 与講座(2日 間)

情報処理 セ ンター年報NO.12号 刊行

電rメ ール ア ドレス付 与講座(2日 間)

はや うちタイ ピングコ ンテス ト(2日 間)

電子 メールア ドレス付 与講座(大 学院f#対 象)(2日 間)

情報処理 セ ンター案内 刊行

(NARAUNIVERSITYCOMPUTERCENTER)

ORIONS廃 止 に伴 い、外部 ネ ッ トワ0ク 接続先 を民 間プ ロバ イダに変更 し、

同時 に回線速度 を1.5Mbpsか ら3Mbpsへ 高速化

ユーザー ズガイ ド発行

eメ ーノレ不1」月コ壽毒丙≦(2日i昔J)

eメ ーノレ不1」Hl講府≦(2ui背1)

はや うち タイ ピングコ ンテス ト(2日 間)

eメ ーノレ不1」用言醇吋≦(2日i酎)

奈良県看護協会研修会(2日 間)

第11回 公開講座 「パ ソコ ン入門」(4U間)

分 チ軌道法講習会(2日 間)

第5回 公開講座 「Excel入 門」(5日 間)

eメ ーノレ不1」丹]壽毒丙≦(2[1昔 」)

eメ ール利用講座(2[間)

はや うち タイピングコンテ ス ト(2日 間)

eメ ール利 用講座(2日 間)

情報処理 セ ンター年報NO.13号Fll行

情報 処理 セ ンター学 生 ス タッフ講習会

eメ ーノレ不i」丹]言〒毒垣ξ(2日1昔 」)

情報処理 セ ンター学生 ス タッフ講習会

eメ ール利用講座(2日 間)

はや うち タイ ピング コンテ ス ト(2日 間)

eメ ール利用講座(2[間)

奈良県看護協会研修 会(2日 間)

第12回 公開講=座 「パ ソコン入門」(4日 間)

分子軌道法講習 会(2日 間)

第6回 公開講座 「Exce1入 門」(5日 間)

eメ ー ル利用講座(2日 間)

デ ジタルカメラ貸出開始

eメ ール利用講座(2[間)

はや うち タイ ピングコ ンテス ト(2日 間)
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11月

12月

12月

平 成16年4月

5月

6月

6月

6月

7月

7月

8月

9月

9月

!0月

11月

11月

11月

12月

平 成17年3月

3月

4月

4月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

4

4

4

4

4

4

5

5

6

6

7

8

10

10

10

10

!1

11

第2電 算実習室 に カー ドリー ダ/ラ イタ設置

情報処理 セ ンター年報NO.14F刊 行

eメ ール利用講座(2[間)

回線速度 を3Mbpsか ら5Mbpsへ 高速化

eメ ーノレ不1」月=拮葺吋≦(2日1昔 」)

eメ ール利用講座(2日 間)

教 員対象 「パ ワーポイ ン ト入門講座」(1日 間)

はや うち タイ ピングコンテ ス ト(2日 間)

eメ ール利用講座(2日 間)

教 員対 象 「パ ワーポ イン ト入門講座」(1日 間)

第13回 公開講座 「パ ソコン入門」(4日 間)

分 子軌道法講習 会(2日 間)

第7回 公開講座 「Excel入 門」(5日 間)

eメ ール利用講座(2日 間)

平城小学校PTA講 習会

eメ ール利用講座(2日 間)

はや うち タイピングコンテス ト(2日 間)

eメ ール利用講座(2日 間)

情報処理 セ ンター年報NO.15号 刊行

平成17年 度 入学生用 ス ター トア ップ ガイ ド刊行

新情報教育 コン ピュータ システム運用 開始

全電算実習室 のクライア ン ト機 をHPdc7100SFに 更新

OSをWindowsXPに 統一

e-learning用 サ ーバ導入

教育支援 システム導入

全電算実習室 でSPSSを 利用可能 に変更

回線速度 を5Mbpsか ら10Mbpsへ 高速化

ホームペー ジ閲覧を全学生 に許 可

新情報教育 コンピュー タシステム利用者説明会(教 職員 ・学生 ス タッフ)

eメ ール利用講座(2日 間)

情報処理 セ ンター学生 スタッフ前 期講 習会

eメ ール利 用講座(2日 間)

はや うち タイピングコンテ ス ト(2[間)

eメ ール利 用講座(2日 間)

第14回 公 開講座 「パ ソコン入門」(4日 間)

新奈良大学統 合情報処理 システ ムネ ッ トワーク(NUICE)運 用開始

第8回 公開講座 「Excel入 門」(5口 間)

eメ ール利用講座(2日 間)

学 内 ネ ットワー クシステ ムの更新

eメ ール利 用講座(2日 間)

情報処理 セ ンター学生 スタ ッフ後期講 習会
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11月

12月

平 成18年3月

3月

3ノー1

3月

3月

5月

5月

6月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

11月

11月

12月

平 成19年2月

3月

5月

5月

6月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

11月

11月

12月

＼TZb父20イ斗三2
1ヨ

3月

4月

4月

5月

6月

6月

は や うち タ イ ピ ン グ コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不1」月]、講i丙≦(2日 措1)

第1・ 第2電 算実 習 室 の プ ロ ジェ ク ター ・マ イ ク 「事(2日 間)

情 報 処 理 セ ン ター案 内 田行

'r成18年 度 入学 生 用 ス ター トア ップ ガ イ ド{二lj行

ユ ー ザ ー ズ ガ イ ド刊行

情 報 処 理 セ ン ター年 報NO.i-_

eメ ー ノレ不1」}月詳毒thf(21{[昔1)

情 報 処 理 セ ン ター学 生 ス タ ッフ前 期 講 習 会

eメ ーノレ不IPIj言薄14≦(2日1昔j)

は や う ち タイ ピ ング コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不i」坪」言薄丙≦(2日 慣」)

第15回 公 開 講 座 「パ ソ コ ン入 門 」(4日 間)

第91!11公 開 講 座 「Excel入 門 」(5日 間)

eメ ー ノレ不lj月ltip毒丙≦(2日1酎)

eメ ー ノレ不1」川i詳毒丙≦(2日1昔1)

情 報 処 理 セ ンター学 生 ス タ ッフ後 期 講 習 会

はや う ち タイ ピ ング コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不1」耳]言苗il4≦(2日 措j)

情 報 処 理 セ ン ター-f}"報¥C).17号fl」 行

平 成19年 度 入学_1用 ス ター トア ップ ガ イ ド刊行

eメ ー ノレ不1」丹1言苗i15終(2日 目与1)

情 報 処 理 セ ン ター学 生 ス タ ッ フ前 期講=習 一会

eメ ー ノレ不1」川]詳毒丙≦(2日1昔 」)

は や うち タ イ ピ ング コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不1」∫TJ詳毒凶≦(2日1昔 」)

第16回 公 開 講 座 「パ ソ コ ン入 門 」(4日 間)

第10回 公 開 講 座 「Exce1入 門 」(5日 間)

eメ ー ノレ不1」耳1計毒暦ミ(2日 「昔J)

eメ ー ノレ不1」月」詳毒府≦(21ii昔1)

情 報 処 理 セ ン ター学 生 ス タ ッ フ後 期 講 習 会

は や うち タ イ ピ ン グ コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不1」月」詳毒凶≦(2日i昔i)

情 報 処理 セ ン ター年 報¥C).18号 刊1]二

平 成20年 度 入 学 生川 ス ター トア ップ ガ イ ド同行

第2・ 第4電 算 実 習 室 に学 習 支援 シ ステ ム

(CAMPUSESPerLite)導 入

第2電 算 実 習 室 に カ ラー レザ ー プ リン タ(RicohlPsioc710)設 置

eメ ー ノレ不1」∫H言苗i囚≦(2日1昔1)

は や う ち タ イ ピ ン グ コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不1」/月詳毒丙≦(2日i昔D
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6月

7月

8月

9月

10月

11月

11月

12月

導zb気21臼三2ノ]

2月

情 報 処 理 セ ン ター学 生 ス タ ッ フ講 習 会

eメ ー ノレ不i」耳」辞毒1坐(2}什 昔」)

第17回 公 開 講 座 「パ ソ コ ン入門 」(4日 間)

第11[・1公 開 講 座 「Exce1入 門 」(5日 間)

eメ ー ノレ不1」用 壽毒腫≦(2日 「昔j)

eメ ー ノレ不1」∫Tl壽毒座(2日1昔1)

は や うち タイ ピ ン グ コ ンテ ス ト(2日 間)

eメ ー ノレ不1」ナ=月言苗II巫(2日1昔 ゴ)

情 報 処 理 セ ン ター年 報NO.19号i二1」 行

¥T/_T.成21年 度 入学 生 用 ス ター トア ップ ガ イ ド刊 行
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6.研 究 業 績

情 報 処 理 セ ン ターが 開 設 され た1988年 度 よ り、 情 報 処 理 セ ン ター内 の機 器 の利 用、 ま た は セ ン ター教

員 の サ ボー トを 得 て 発表 さ れ た研 究,f績 の うち1999年 度(No.1～No.152)ま で は 「情 報 処 理 セ ン ター年

報No.IOJに 掲 載。2000`#度 か ら2009年 度(Nα153～No.276)の 間 に 発 表 され た もの は次 の通 りで す 。

※掲 載順 序 は、 発 表年 月 順 。(表 題 、 著二者 名、 発 表誌 名、 発 表年 、 掲 載 ペ ー ジを記 載)

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

TheRealTimeCommunicationoftheDamageDatabyMobileGIS-GPSandLow

Orbitsatellite`ORf3COM',"ConfrontingUrbanearthquakes-ReportofFundamental

ResearchontheMitigationofUrbanDisasterscausedbyNear-FieldEarthquakes"』

TerukoUsuiKenzoTokieds.MinistryofEducation,scienceandCulture.Japan

(2000,3)p255-258.

『モ バ イ ルGIB-CAPを 用 い た被 害 デ ー タの 収 集 と伝 達 」

碓 井照 一r

山 崎文 雄 代 表 「社 会 基盤 シ ステ ム の実 時 間 制御 技 わ1剥

文部 省 科学 研 究 費特 定 領域 研 究A(1)(2000)p171-190.

『熱 場 の 量j乙論 とそ の応 用 」

中 川 ・横 川

素 粒f論 研 究100(2000)E146.

『電r地 図 の 都 市変 化 ・ ヒ地 利 用 研究 へ の 利 用 の検 討/`,,.良 県 北 部 を 例 に 一』

酒 井 高[E

奈 良 大 学 総 合研 究 所 所 報8(2000,3)p101-109、

『青 年 期 世代 を 中心 とす る移動 歴 調 査 デ ー タの ク ロ ス集 計 分 析」

酒 井高 正

奈 良二人学 紀 要28(2000,3)p127-132.

『超 変 形核 に お け る ト ンネル崩 壊 と回 転 減 衰」

占田 光 次 ・松 尾 正之 ・清 水良 文

日本物 理 学 会(2000,3,27中 央 大学)に て 発 表

学 術 雑 誌NuclearPhysicsA696(2000)p85-122.

Barrierpenetrationandrotationaldampingofthermallyexcitedsuperdeformed

nuclei

『人 一r衛 星 を 利川 した リアル タイ ム通 信 とモ バ イ ルGIS-GPS」

碓 井照 一r

上 木学 会 地震[1学 委 員 会 、 リアル タイ ム地 震 防 災 研 究 小 委 員会 編(2000,5)p181-186.

「戦 略 的要 因 と して のOEM化 一rl∫場 と組 織 一』

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一 ・ji二澤 裕 司

立 命 館 経 済学49-2(2000,6)

『京 都 大学 大 型 計 算 機 セ ン ター収 蔵 の デ ー タベ ー スJAFOVの 更 新 」

山 本 嘉 一郎 ・河 村 善 也 ・堀 池 博 己 ・西 脇=一

第31回 国 際 地 質学 会 議 ブ ラ ジル(2000,8)

『地 理 学 関 連情 報 の コ ン ピュ ー タ化 の現 状」
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ユ63

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

!74

酒 井 高 正

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター年 報11(2000,9)p1-10.

『日 本 の 製 造 業 、OEM化 の メ カニ ズム とそ の 影響 一検 証:株 式 会 社 「日本]一 』

道 明義 弘 ・伊 藤 研一

奈 良 大学 紀 要28(2000)

『AThree-CenterOrbitalInteractionintheDiels-AlderReactionsCatalyzedbyLewis

Acids

ShinichiYamabeandTsutomuMinato

J.Org.Chem.,65(2000)p1830-184.

『活 断 層 か らの 距 離 別 地 震 被 害 のGIS分 析 一阪 神 ・淡 路 大 震 災 に お け る西 宮 市 の 建 物 被 害 と地

下 埋 設 管 被 害 一」

百佳ナ1貝ζ{」乙

第4紀 研 究39-3(2000)p399-412.

『世 界 の企 業 の財 務 デ ー タベ ー ス`Standard&Poor'sGLOBALVantagePCPlus'」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター年 報ll(2000)

『世 界 の 企 業 行 動 の 解 明 に向 けて 一65力 国 の企 業財 務 デ ー タベ ー スー』

道 明 義 弘 ・伊 藤 研一・・井 澤 裕 司

フ ァイ ナ ンス研 究 セ ン ター リサ ーチ ペ ーパ ー シ リー ズ(立 命館 大学)00-006(2000)

ChemicalCompositionionofSandstonevsTectonicProvinces

N.Nishiwaki

KeynoteAddress,Session3-4,31stIGC,RiodeJaneiro,Brazi1(2000)

『イ ンタ ー ネ ッ トと人権 問 題」

今 泉重 夫

奈 良大 学 ・人権 教 育 研究2(2000)p1.

『ア メ リカ企 業 ・カナ ダ企 業 の 財務 デ ー タを教 育 シー ンで 有 効 に利 用 す る た め に」

道 明義 弘 ・伊 藤研 一 ・井澤 裕 司

フ ァイ ナ ンス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ーパ ー シ リー ズ(1命 館 大 学)00-007(2001)

『自主 性 と論 理 的思 考 を 育 む教 育 方 法 の イ ノベ ー シ ョ ン」

道 明義 弘 ・伊 藤 研 一 ・井 澤 裕 司

フ ァ イナ ン ス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ー パ ー シ リー ズ(立 命 館 大 学)00-008(2001)

『教 育 用 デ ー タベ ー スの再 構 築 一 日本 政 策 投 資銀 行 「企 業 財 務 デ ー タバ ンク」 を対 象 と して 一』

道 明義 弘 ・伊 藤 研 一 ・井澤 裕 司

フ ァイ ナ ンス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ー パ ー シ リー ズ(立 命 館 大学)00-009(2001)

『欧 州14力 国(英 ・独 ・仏 ・伊 ・懊 太 利 ・白耳 義 ・瑞 西 ・阿 蘭 陀 ・西 班 牙 ・丁 抹 ・瑞 典 ・諾威 ・

券蘭 ・愛 蘭)製 造 業 に お け る 自 己 資 本経 常 利 益 率 決 定 メ カニ ズ ムの 解 明 』

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一一

奈 良 大 学 紀 要29(2001)

『欧 州14力 国(英 ・独 ・仏 ・伊 ・懊 太利 ・白耳 義 ・瑞 西 ・阿 蘭 陀 ・西 班 牙 ・丁 抹 ・瑞 典 ・諾 威 ・

券 蘭 ・愛 蘭)非 製 造 業 に お け る 自 己資 本 経 常 利 益 率 決 定 メ カニ ズ ムの解 明 」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一一 ・井 澤 裕 司
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175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

ユ85

、7=で↑r食官糸釜～斉"γ:49-6(2001)

『AJahn-TellerGeolnetricDist()rtionEffectontheWoodward-lioffnlannRulein

ThermalDecompositionsofDiazetil/es」

ShinichiYalnabeendTsuto111uMinato

J.Phys.Chem.A,105(2001)p7281-7286.

『Dyson-Schwinger方 不lll式を 月jい た カ イ ラ ル 対 称 性 の 自 発 的 破 れ の 分 析(実 時 間 形 式)」

笛 木 ・中 川 ・横 川 ・f:Gr川

素 粒f論 研 究103(200DA187.

『実 時 間 形 式 硬 製1ル ー プ 近 似 に 基 づ く 非 摂 動 、}1▲算 二DysOD-Schwinger方 程 式 を 月]い た カ イ ラ ル 対

称 性 の 破 れ の 分 析 』

笛 木 ・中 川 ・横f[1・ 、1訓

身き半、玩r、1命イ1/1二'ラ宅103(2001)

『ア ジ ア ・オ セ ア ニ ア ・中 南 米 ・ ア フ リ カ13力 匡1(オ ー ス ト ラ リ ア ・香 港 ・ イ ン ド ネ シ ア ・ イ ン

ド ・ マ レ ー シ ア ・ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ シ ン ガ ポ ー ル ・ タ イ ・台 湾 ・バ ミ,ユ ー ダ ・ ブ ラ ジ ル ・ メ キ

シ コ ・ff1ア フ リ カ)製 造 業 に お け る 自 己 資 本 経 常 利 者釜率 決!定 メ カ ニ ズ ム の 解 明 」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 ・・井 澤 裕 ・」

、尻6育 食官糸{～斉"γ:50-2(2001 ,6)

『ア ジ ァ ・オ セ ア ニ ア ・中 南 米 ・ ア フ リ カ13力 国(オ ー ス ト ラ リ ア ・香 港 ・ イ ン ド ネ シ ア ・ イ ン

ド ・ マ レ ー シ ア ・ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ シ ン ガ ポ ー ル ・ タ イ ・台 湾 ・ バ ミ ュ ー ダ ・ ブ ラ ジ ル ・ メ キ

シ コ ・南 ア フ リ カ)非 製f,,_,_1に お け る 自 己 資 本 経 常 利 盗詮率 決 定 メ カ ニ ズ ム の 解 明 」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研二 ・・井 澤 裕 ・」

ウ=6肴食官糸ヤ窪～斉'玉1∫:50-3(2001,8)

『大 学 でGISを 学 ぼ う(3)奈 良 大 学 」

酒 井 高ff".

上也F王!(占 今,lr院)46-8(2001,8)p69-73.

『デ ー タ ベ ー スJAFOVの 現 状 と 課 題 」

山 本 嘉 ・郎 ・河 村1年 山 ・神 谷 英 利 ・西 月6る い

第311111匡1際 数 餌{地 質 学 会 、義 メ キ シ コ(2001,9)

『情 報 化 時 代 の 地 域 人ll研 究 」

酒 井 高 正

人 文 地 理 学 会 第2371111/ダll会(2000,12)

(日 頭 発 表 、[人 文 地 理]53-1(2001)p88-89.(要 旨 掲 載)

『Norcaradieneintelmediatesinmassspect1・alfraglnentationsoftroponeand

tropothione」

AkihiroIshiwata,ShinichiYamabe,TsutornuMinatoandTakahisaMachigUchi

J.Chem.Soc.PerkinTrans.2(2001)p2202-2210.

『DisasterInformatiorlManagementActivitiesusingGISintheHanshin.Awaji

disasterarea」

TerukoUsui

GIS技 術 移 転 指 針 く社 〉 国 際 建 設 ナ支術 協 会 編 〈英 語 ・[-1本 語 版 〉(2001)

『企 業 財 務 デ ー タ ベ ー ス に よ る 教 育 方 法 の 革 新 一一前 史 一 」
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186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

道 明 義 弓ム ・θ}圧塞行Jl・

奈 良 大学 情 報処 理 セ ン ター 年 報12(2001,10)

『OEM化 の メ カニ ズム ー企 業 規模 と市場 、組 織 」

道 日月義 弘 ・伊 藤 研 一・井～睾裕 口1

フ ァイ ナ ン ス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ーパ ー シ リー ズ(、Z命 館 大学)Ol-006(2001
,12)

Revisionofsystematicsinsedimentarypetrologywithspecialreferenceonsandstone

compositioninTectonicProvinces

N.NiShiwaki

SessionH,CDAbstractofIAMG,Cancun,1Vlexico(2001)

『在 日本 脊 椎動 物 化 石標 一本 デ ー タベ ー スJAFOVの 拡 充 とサ ー ビス シス テ ムの 改 善 』

河 村 善也 ・lh本 嘉 一郎 ・西脇 二 ・・峯lll谷英 利

'h与幸卜1土也7{12 -(4)(2001)p219-228 .

『産 業(業 種)別OEM化 の メ カ ニ ズ ム ー一パ ネ ル デ ー タに よ る 先決 性 の検 定 一」

道 町}義 弓ム ・イノ辛藤i研:一一一一・ノト～ICI谷口/

、γ命館 経 済 学50-6(2002,2)

『人i衛 星 デ ー タに よ る地 形 解 析 事例 」

西1協 ニー一一・・「,壽 孝:・房ζ拳公友 己 ・里.,」田 卓 ・見(II奇llr霊fFfi一

奈 良 人学 総[1研 究 所 所 報10(2002)

『奈 良 人学 に お け るGIS教 育 と カ リキ ュ ラム」

碓 井照f-J・ 酒 井i自j▲[L(共1司iI頭 発 表)

日 本地 理 学 会2002年 度 春 季学 わll大会(2002,3)

『経 営 学 教 育 の ニ ュー ・フ ロ ンテ ィアIf' _業 財 務 デ ー タベ ー ス と その 利 川 を 巡 って 一」

道 明義 弘 ・伊 藤 研 一一

奈良1人 学 紀 要30(2002,3)

『実 時 間 形 式 硬 熱 ル ー プ近 似DS方 程 式 に よ るQED/QCDの カ イ ラル相 転移 機 構 の研 究 」

ll」川 ・横 田 ・占 田 ・笛 木

素 粒 ∫乙論 研 究105(2002)A9.

ChiralphasetransitioninCaCDatfinitetemperature:Hard-thermal-loopresummed

Dyson-Schwingerequationintherealtimeformalism

中 川 ・乍黄田 ・占田 ・歪r〒木

.rL
/11γ・言倫砂1'虎

『N-pointvertexfunctions,Ward-TakahashiidentitiesandDyson-Schwingerequations

inthermalQCD/QEDintherealtimehard-thermal-loopapproximation

Y.Fueki,H.Nakkagawa,H.YokotaandK.Yoshida

Prog.Theor.Phys.107(2002)p759.

『AsymmetryinSymmetricCycloadditions」

ShinichiYamabe,YukariNishiharaandTsutomuMinato

J.Phys.Chem.A,106(2002)p4980-4987.

『OEM化 の 規 定 要 因 一 パ ネル デ ー タ に よ る先 決 性 の検 定 、 産 業(業 種)別OEM化 の メカ ニ ズ

ム ー」

道 明義 弘 ・伊 藤 研 一一・井 澤 裕 司
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198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

、ンニ命 館 経 済 学51-1(2002,4)

『企 業/面/直評 価 モ デ ル と企 業財 務 デ ー タベ ー ス」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一

奈良 人学 情 報 処 理 セ ン ター年 報13(2002,10)

『ReviewandRevisionofsystematicsinsedilnentarypetrologywithrefel℃nceto

statisticalandmathematicalanalysesofsedil/ユentarydata」

N.Nishiwaki

Ter^raNosh^a3-2002(AbstractofIAIVIG)Kerlin(2002)p367-371.

『ChiralphasetransitioninQCDatfinitetemperature:Hard-thermal-!oopresummed

Dyson-Schwingerequationsintherealtilnefolmalism』

H.Nakkagawa,H.Yokota,KYoshidaandY.Fueki

Pramana-J.ofPhys.60(2003)p1029.

『産 業(業 種)別OEM化 と 雇 川 決定 の メ カ ニ ズ ム ーバ ネ ル デ ー タに よ る先 決 性 の 検 定 一」

道 明義 弘 ・伊 藤 研 ・

奈良 人学 紀 要30(2003,3)

『産 業(業 種)別OEM化 と 投 資 決 定 の メカ ニ ズム ーバ ネル デ ー タに よ る一先決 性 の検 定 一」

道 明 義 弘 ・伊 藤研 一・井澤 裕liJ

フ ァ イナ ンス研究 セ ン ター リサ ー チ ペ ー パ ー シ リー ズ(1__1J命 館 一人学)02-005(2003,3)

『会 計 ビ ッグバ ンに 対 応 した 個 別 決 算 企 業財 務 デ ー タベ ー スの 構 築 と企 業行 動 分 析 シス テ ム」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一一・井 澤 祥1司

フ ァイ ナ ンス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ーパ ー シ リー ズ(、 ■匠命館 大学)02-006(2003,3)

『会 計 ビ ッグバ ンに対 応 した連 結 決 算 企 業財 務 デ ー タベ ー ス の構 築 と企 業行 動 分 析 シ ステ ム』

道 明 義 弓∠、・伊 藤 研 一・井澤 裕 司

フ ァイ ナ ン ス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ーパー シ リー ズ(ウ1命 館 大学)02-007(2003,3)

『GISに よ るrlf代 政 治 領域 の 復 元 一 ノL州 に お け るIlf墳 時 代 の 政 治 領 域 と社 会構 造 一」

石佳ノ村慣 」乙

地 理 情 報 シ ステ ム学 会講 演 論 文 集12(2003)p427-430.

『3DDigitalLandscapeand"Naramachi"modelusingGISandLaserscanning」

TerukoUsui,HiroshiTakaseandMitsuyaMatsubara

ProceedingsofthesecondNIIinternationalSymposium"Narasymposiumfordigital

silkroad,DecemberlO-12(2003)p113-11・4.

『GIS革 命 と地 理 学 一 オ ブ ジェ ク ト指 向GISと 地 誌 学 的 方法 論 一」

行て垂ナr貝そ{」乙

上也理r≠ 訓信命76-10(2003)p687-702.

『阪 神 ・淡 路 人震 災地 域 に お け る復 興 デ ー タベ ー ス の作 成 と視 覚 化 」

碓 井照1㌔ 松 原 光 也 ・羽 川 康 祐 ・ こ好 達 也 ・高 塚 麻 奈 美 ・益 田 大 樹 ・前原 和之 ・大 渡 徹 ・

岡 本征r・ 中 井 歩 ・中尾 真 大

地 理 情 報 シ ステ ム学 会講演 論 文 集12(地 理'll騨侵シ ステ ム学 会)(2003)p575-578.

『ExclusiveFormationofα 一MethyleneoxetahsinKetone-AlkeneCycloadditions.

EvidenceforInterventionofBothanα 一MethylelleoxetaneandSubsequent1,4-

Zwitterion」
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TakahisaMachiguchi,JunkoOkamoto,JunpeiTakachi,ToshioHasegawa,Shinichi

YamabeandtsutomuMinato

J.Am.Chem.Soc.,125(2003)p14446-14448.

210ReviewofSystematicsinSedimentaryPetrologyfromStatisticalandMathematical

ViewPoints

N.Nishiwaki

Proc.IAMGCIS-ROM,Sec.12,Portsmouth(2003)pNl-6.

211RevisionOfsystematicinsedimentaryPetrology

N.Nishiwaki

Proc.MiningPribramSymp.,Sec.Geoethics(2003)pGA.5.1-6.

212『 産 業(業 種)別OEM化 と 利 益 決 定 の メ カ ニ ズ ム ーパ ネ ル デ ー タに よ る先 決性 の 検定G

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 ・

奈良 大学 情 報 処 理 セ ン ター年 報14(2003,11)

213『 産 業(業 種)別OEM化 と 設 備 廃 棄決 定 の メ カ ニ ズ ム ー/¥"ネ ル デ ー タに よ る先決 性 の 検定 一」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一 ・井澤 裕 司

フ ァイ ナ ン ス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ー パ ー シ リー ズ(立 命 館 大学)03-04(2003,12)

214『 ハ ザ ー ドマ ップ と防 災GTS』

碓 井照 予

上也f里48-9(2004)p46-48.

215『 歴 史 ・考 占学 とGIS』

碓 井照1乙

地 理 情 報 シ ステ ム学 会 編 『地 理 情 報 科 学 辞 典」(朝 倉 書 店)(2004)p182-183.

216『 地 理 情 報 標 準 に準 拠 したUMI、 に よ る遺 跡 の モ デ ル化 と一 般 地 物 モ デ ル」

碓 井照 ∫㌔ 村 尾 一ft_1章・森 本 晋 ・清 水啓 治 ・野 田 卓

地 理 情 報 シス テ ム学 会 講 演 論 文集(地 理 情 報 シ ステ ム学 会)13(2004)p351-356.

217『 地 理 情 報 標 準 に よ る遺 跡 情 報 の応 用 スキ ー マ設 計 」

村 尾 吉 章 ・碓 井照 子 ・森 本 晋 ・清 水 啓 治 ・野 田 卓

地 理 情 報 シ ステ ム学 会 講 演 論 文集13(地 理 情 報 シ ステ ム学 会)(2004)p357-362.

218『 都rf∫とGIS」

碓 井二照 ∫二

都 市研 究3(近 畿 都 市学 会)(2004)p61-70.

219『 人r二 衛 星 デ ー タに よ る地 形 解 析 事 例 、 そ の2』

西脇 一ン ▲・谷rl賢 也 ・関 泰=郎 ・都 築 密 乗

奈良 大 学 総 合 研 究 所 所 報12(2004)

220『 存 続 企 業 と非 存 続 企業 の株 価 決 定 要因 一パ ネ ル デ ー タに よ る先決 性 の検 定 一」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一一▲

フ ァイ ナ ンス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ーパ ー シ リー ズ 位 命館 大学)03-05(2004,2)

221『 企 業 規 模 別 一ヒ場 継 続 企 業 の株 価 決 定 要因 一パ ネ ル デ ー タに よ る先 決性 の 検 定L」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一・

フ ァイ ナ ンス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ーバ ー シ リー ズ(1{命 館 人学)03-06(2004,2)

222『 わ が 国 ヒ場 企 業 にお け る株 価 と企 一業 業績 一パ ネ ル デ ー タに よ る先 決性 の検 定 一』
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226

227

228

229

230

231

232

233

234

道明義弘 ・伊藤研一一

奈良大学紀要32(2004,3)

『わが国 一ヒ場 企業における株価 と収益 ・成 果 一バ ネノレデー タによ る先決性 の検定 一」

道 明義弘 ・伊藤研一

ファイナ ンス研究 セ ンター リサーチペーバー シ リー ズ 位 命館 大学)03-12(2004,3)

『わが国1場 企業の¥/_均株価決定 要因 一バ ネルデー タによ る先決性 の検定 一』

道 明義 弘 ・伊藤研 一・

ファイナ ンス研究 セ ンター リサーチペーパー シ リー ズ(ウ1命 館人学)03-13(2004,3)

『わが国上場 製造 企業におけ る株 価 と収 益 ・成 果 一パ ネル デー タによる先決性 の検定 一」

道 明義 弘 ・伊 藤研 一

ファイナ ンス研究 セ ンター リサーチペーバー シ リー ズ(、L命 館大学)03-14(2004,3)

『日本企業 の雇用 ・資本設備 とOEM化 の役割 一経営行動 の 多変 量VARモ デ ルによるパ ネル

デー タ分析 一」

道明義弘 ・伊藤研一 ・井澤TiiGゴ」

フ ァイナ ンス研究 セ ンター リサ ーチペ ーパ ー シリーズ(立 命館人学)04-006(2004,8)

『日本の製造 業企業にお ける雇用 、資 本設備 とOEM化 の役割 一一経営 行動 の多変 量VARモ デ

ルによるパ ネルデ ー タ分析 一」

道日月義…弓ム・σ}藤研ニー・

フ ァイナ ンス研究セ ンター リサ ーチペ ーパ ー シリー ズ(、ケ1命館 大学)04-007(2004,8)

『OEM化 は こうして利 益をf#_んだ!?1980年 代のわが国製造 業企 業 一経営行動 の多変量VAR

モデルによるパ ネルデー タ分析 一』

道明義弘 ・伊藤研 一・

ファイナ ンス研究 セ ンター リサーチペー0シ リー ズ(、Z命 館 大学)04-008(2004,9)

『設備投 資 はこ うして利益 を生 んだ!1990年 代のわが国製 造 業企 業 一経営 行動の 多変量VAR

モデルによるパ ネルデー タ分析 一」

道明義弘 ・伊藤研 一

ファイナ ンス研究 セ ンター リサーチペーパ ー シ リー ズ(ヴ 命館 大学)04-009(2004,9)

『口本の製造業 企業 にお ける雇用、 資 本設備 とOEM化 の役割 一あ らたな指標 を加 えて:経 営

行動 の多変量VARモ デルによるパ ネルデー タ分析 一」

道 明義弘 ・伊藤研 一一・

ファイナ ンス研究 セ ンター リサーチペーパー シ リー ズ(、IY命館 大学)04-0010(2004,9)

『地理情報科学 か らみた地図学 の現状 と将 来」

碓井照r

地 図43-4(]/際 地図学 会)(2005)p25-32.

『Dyson-Schwinger方 利1式を用 いた熱QEDの ゲー ジ依存'性の解析」

中川 ・季黄H{・ 占Hi

素粒_〉_,論研究112(2005)C30.

『地域 メッシュ統計 を用 いた人口分析 の試み」

酒井高IE

奈良 人学紀 要33(2005,3)

『日本の非 製造 業企業にお ける雇 ∬IJ、資本設備 とOEM化 の役割 一経営 行動の 多変量VARモ
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デルによるパ ネル データ分析 一」

道明義弘 ・井澤裕司 ・伊藤研 一一ム

奈良大学 紀要33(2005,3)

235『 わが国一L場製造 業企業 にお ける株価 と企業業績 一バ ネルデー タによる先決性 の検定 一』

道 明義弘 ・伊藤研…

奈良 大学情報処理 セ ンター年報15(2005,3)

236『Symmetryorasymmetryincheletropicadditionsformingcyclopropanes」

ShinichiYamabe,NorikoTsuchida,TsutomuMinatoandTakahisaMachiguchi

Theor.Chem.Acc.113(2005)p95-106.

237『 小地域統 計を用いた関西学研 都市地域 の人口分析」

酒 井高11(単 独口頭 発表)

日本人口学 会関西部 会研究 会(2005,12,10)

238『 人口衛星 デー タによ る地 形解析 事例、 その3」

西 脇 一ニー ・羽 田康祐 ・藤本 悠 ・ 三好達 也

奈良大学総 合研究所所報14(2006)

239『 新興市場 企業 の営業損益をめ ぐる行動分析 一動的パ ネル分析 の基礎 と しての個別決算 集計 デー

タにみ るその姿一」

道 明義 弘 ・伊 藤研一 ・井澤 裕司

奈良 大学紀 要34(2006,3)

240『 企業行動 と動 的パ ネル分析」

道 明義弘 ・伊 藤研一一・井1睾裕司

奈良 大学情報処理 セ ンター年報16(2006,3)

241『 近畿地方 の人口の変動」

酒井 高正

糸充q57-4(2006,4)

242『GISに よ る小地域 人口統 計利 用の課題」

酒 井高11,(単 独 口頭 発表)

日本人口学 会第58回 大 会(2006,6,4)

243『 地域 デー タによ る関西文化学術研究 都市地域 の分析」

酒井高 正

都市研究5(印 刷中)

244『 シリコフラゲ ラー タ骨格 の観察 システ ムに関す る研究(文)」

筒井英人 ・西脇 ニー一・・西田史郎

国際数理地質学 会2006年 大会 カナ ダ、 トロ ン ト人学(2006)

245『 奈良 大学情報処理 セ ンターにお ける教 育 支援 システムの試み」

横 田 浩

,r成18年 度情報教 育研究 集会後援 論文集(2006)p625 .

246『 硬熱 ループ近 似Dyson-Schwinger方 禾【ll式を用 いた熱QEDの 相 構造 の解析 一ゲー ジ不変 な

解 一」

中川 ・木黄[H・ 吉}H

素 粒 一}'論研究ll4(2006)Cユ38.
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『PhaseStructureof「1「herrnalQEI)basedontheIiardThermalLoopImprovedLadder

Dyson-SchwingerEquation-一 一ASolutionColユsjstentwiththeWardIdentity-」

KYoshida,H.YokotaandH.Nakkagawa

日 米 合1・IJ物 理 学 会(2006,10・ ・ワ イ)に て 発 表

『ChallengeToDetect1,4Zwitteri()nsSpectroscopical!yinaKetone-AlkeneReaction』

TakahisaMachiguchi,JunkoOkamoto,YulnikoMorita,ToshioIiasegawa,

ShinichiYarnabeandTsutolnuIVIinato

J.Am.Chem.Soc.,128(2006)p44-45.

『3DDataAcquisiti()nanclUMLDataModelir/gollArchaeologyGIS」

TerukoUsui

ReadingHistoricalSpatialillfolmationfromaroundtheWorldStudiesofCulture

andCivilizationBasedC)11Geographi(lInforlnatiollS》 ・stemsData,"TakaoUnoeds.

1司i際li本 文 化 研:究 所 セ ン タ ー(2006)p103413.

『GISに よ る 奈 良 町 の3次 元 景 観 モ デ ル 」

行llJ卜具({1乙

歴 史 地 理 学 会 紀 要(1埜 史 地 理"}∫:会)227(2()06)P6L68.

『地 理'情 報 標 残1三を 利 川 し た 遺 跡 情 報 の モ デ ル 化 」

石l/三月二貝({」乙

i{ノトンllff幸侵イ考611f'J:会 、i酵～寅 、1命文 集15qiイ 寸h¥幸 侵考`[fl"Yi:会)(2006)p101-106.

『DataModelingforArchaeぐ)10gicalsiteusingunifiedmodelinglanguage」

TerukoUsui,SusulnuMor{mot(),YoshiyukiMuraoandKcijiShim{zu

"GISb
asedstudiesITIhuln.al1乏mdsocialSc〕iellce"AtsuyukiOkabe,eds,Taylor&

ranc15(2006)p99-112.

『文 化 財 保 存 修 復 分 野 に お け るGrsの 利 用 』

石fl三ノト貝({」乙

㌶ご34ilii文 畠イヒ【1オイ呆,イ「rイ1釜千夏行ノFラヒi窃、義 塗〕こ幸侵f㌃}_fl(レ 巨∫1(文イヒi{オ行フF'プ巳'り千)(2006)p1-14.

『遺 構 情 報 の 考llr学 研 二究 に お け る 応 川 ス キ ー マ ・ モ デ ル 適 川 の メ リ ッ ト」

村 尾 占 章 ・碓 刀二照 」㌔ 森 本¥`'1豆i清 水 啓 治 ・野 田 卓 ・藤 本 悠 ・ 島 津 功

地 理'情 報 シ ス テ ム 」'}∠1会,溝演 、論 文 集15(2006)p323-328.

『障 害 者 支 援 川 パ ソ コ ン(PC)に つ い て(II)」

今 泉 重 夫

奈 良 ノく学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報17(2006)p!l-17.

『小 地 域 統 計 デ ー タ を 用 い たGIS教 育 の 実 践 一一GISソ フ ト 「MANDARA一 に よ る 「統 計GIS

プ ラ ザ ーiデ ー タ の 利 川 一一」

酒 井 高 正

奈 良 人 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報17(2007,3)pl-10.

『一一般 機 械 産 業 企 業 に お け る 設 備 廃 棄 を め ぐ る 経 営 行 動 一一経 営 行 動 の 多 変 最VARモ デ ル に よ

る パ ネ ル デ ー タ 分 析 一一」

道 明 義 り∠、・伊 藤 研 一・ ノト`Glit裕1ゴJ

奈 良 人 学 紀 要35(2007,3)p155-176.

『わ が 国 企 一業 のi_動 は 、 い っ 、 ど の よ う に 、 変 わ っ た か?』
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道 日リ]義弓ム ・イリ塚泰侮F-一 ・井7畢 裕 口1

奈 良 大学 情 報 処 理 セ ン ター年 報17(2007,3)p19-36.

『パ ネル デ ー タの構 成 と動 的 パ ネル分 析 一一GMIVI推 定 に よ る多 変 量VARモ デ ル ー」

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一 ・井澤 裕 司

フ ァ イナ ン ス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ー バ ー シ リー ズ(、1五命 館 大学)06-004(2007 .3)

『堆 積 岩 岩 石 学 に お け る分 類 体 系 の 改 訂 に っ い て 、 第171111国 際 堆 積 学 会(福 岡)火 成 岩 の地 球 科

学 的 分 類 と関 連 した 岩石 学 体 系 の 重 要性 につ い て」

J.L.Brandle・ 西 脇=… 一

国 際 数 理 地 質 学 会2006年 大 会 リー ジュ(2007)

『Reactionofo-BenzynewithTropothioneInvolvingBiradicalProcesses』

ShinichiYamabe,TsutomuMinato,AkihiroIshiwata,OsanユuIrinamihiraand

TakahisaIVIachiguchi

JOrg-.Ghem.,72(2007)p2832-284r.

『PhasestructureofthermalQCD/QED:AgaugeinvariantsolutionoftheHTI、

resummedimprovedladderDyson-Schwingerequation』

H.Nakkagawa,H.YokotaandK.Yoshidain:NagoyaMini-workshopon"Storongly

CoupledCauark-GluonPlaslna":SPS,RHICandI」HC(2007)P173.

『文 化 情 報 学 に お け る 文化 情 報 構 築 手法 と地 理 情 報 標 準 準 拠 の応 用 スキ ー マ ー 考 古 学 の た め の

業 務志1向 型 文 化情 報 スキ ー マ の設 計 と実 装 一』

雇塞本 遼茎 ・ホ寸L己1,[.7竜・碓皇封唄召 」乙

地 埋 情 報 シ ステ ム学 会 講演 論 文 集16(2007)P207-212.

『遺 構 情 報 モ デ ル を 対 象 と した地 理 情 報 標 準 応 用 スキ ー マの 実 装 」

村 尾 占章 ・碓 井照 子 ・森 本 晋 ・清 水啓 治 ・藤 本 悠 ・森 翔 太

地 理 情 報 シス テ ム学 会講 演 論 文 集16(2007)p221-226.

『数 理 デ ー タ解 析 と関 連 で 岩 石学 分類 体 系 の 重 要性 に っ い て 』

西脇 ニー一 ・J.LBrandle

国 際 数理 地 質 学 会2007年 大 会 北 京(2007)

Importanceofsystematicsinpetrologywithspecialreferencetomathematicaldata

analysis

N.NishiwakiandJ.L.Brandle

PendaZhao,FritsAgterbergandQiumingCheng(eds.)Proc.IAMG'07Geomathematics

andGISAnalysis(2007)p51-55.

『実 習 用LAN構 築 につ い て」

今泉 一重夫

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター年 報18(2007)p1.

『わ が 国 化 学 一ll業産 業 の構 造 改 革 一設 備 廃 棄 は 設備 投 資 を もた ら した か?一 』

道 明 義 弘 ・伊 藤 研 一・井澤 裕 ・d

フ ァイ ナ ン ス研 究 セ ン ター リサ ー チ ペ ー パ ー シ リー ズ(、Z命 館 人学)07-004(2007,10)

『PhasestructureofthermalQEDbasedonthehardthermalLoopimprovedユadder

Dyson-Schwingerequation-A"gaugeinvariant"solution-』

H.Nakkagawa,H.YokotaandK.Yoshida
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in:OriginofMassendStrongCouplingGaugeTheo1・ieS(2008)p220.

『PhaseStructure()f'ThemユalQCI)/li」1:AC}augelnvariantsolutionofbtheHTI、

ResulmnedrlnprovedLadderDysol1-Scl/willgerEquation』

中 川 ・横 川 ・ 占liI

素1ξ㍍ 」乙,1命イ1/F'ブ宅ll6(2008)B・15.

『わ が 国 印 刷 出 版1聖 業 の 構 造 改 革 一設 備 廃 棄 は 、}紫備 投 資 を も た ら し た か?… 」

道 明 義 弘 ・/ll藤 行/l-▲ ・/卜 澤 裕 ・ゴ

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ・ベ ー パ ー(、 レ1命館 大"}∫1経 済 〃'}∫:部)08-001(2008,1)

『小 地 域 統 計 に 見 る 奈 良 市 の 「.都市 」 と 「農 村 」 … 「地 図 で 見 る 統 計(統 計Grs)」q式 行 サ ー ビ

ス を 利 川 し て 一 」

1酉井 高IE

糸充討 奪593(2008,3)p9-13.

『わ が1司'屯 父林幾1戒 器 具1聖 業 の 林¥造`1」父 革 一 、没 側ll発 棄 は 、没 看1耐{乏資 を も た ら し た か?一 」

道llノ」ヨF唾…r/z、●イノ}∫f≧卜ξイf/iニー●ノト～∵{壕}iil薯/

詮ミ,L延ノ＼("}∫:糸己`要36(2008,3)P151-181.

「わ が 国 輸 送 川 機 械 器!!産 業 の 構 造 改 革 一一設 菊lll廃棄 は 設 備 投 資 を も た ら し た か?一 』

道 明 義 弘 ・/川 緬)1∴ ・井 澤 裕 。」

奈 良 ノ〈学 情 報 処flllセ ン タ ー 年 報18(2008,3)pl1-38.

『市 民 参 加 型GIB(PP-GIS)と21世 紀 の 都 市 像 」

碓 井 照j乙

近 畿 都 市 学 会 編 『211}}1紀 の 都 市 像 」 占/〉 、1}脇ヒ(2008)p140-159.

『遺i:,`,#:ffr=」1}Iilt'fXモデ ル へ の 時 間 ス キ ー マ 適 川 法 の 検 討 」

村 尾 占 ・';1亡・碓 芹 照{」㌔ 森 本illl・ 清 水 啓 治 ・'1塞本 悠 ・山 本 由 佳

地 理'情 報 シ ス テ ム"1∫1会 、溝 演 、1命文 集17(2008)p1314:36.
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7.奈 良大学情報処理セ ンター専任スタ ッフー覧

昭和63年 度 初 代 所 長

所 員

平成元年度

平成2年 度

平成3年 度

事務室課長

課員

第2代 所長

所 員

事務室課長

課員

第2代 所長

所 員

事務室課長

課員

第3代 所長

所 員

f,務室課 長

課 員

平成4年 度 第3代 所長

所 員

水 野 柳太郎(文 学 部 教 授)

今 泉 重 夫(社 会学部 教 授)

中 嶋=一 一(社会学部 助教授)

湊 敏(教 養 部 助教授)

横 田1告(教 養 部 講 師)

市ノ瀬 慎 一一(社 会学部 助 手)

村 松 駿 一一

油 良 勇

今 泉 重 夫(社 会学部 教 授)

中 嶋 一=一一(社 会学部 助教授)

湊 敏(教 養 部 助教授)

横 田 浩(教 一養 部 講 師)

lf∫ノ瀬 慎 一(社 会学 部 助 手)

木・∫ 木公{豊 一一

斎 藤 信 二

今 泉 重 夫(社 会学部 教 授)

湊 敏(教 養 部 助教授)

構 田 浩(教 養 部 講 師)

市ノ瀬 慎 一(社 会学部 助 手)

ホ寸r公{豊 一一・

斎 藤 信 一二

市 川 良二 哉(教 養 部 教 授)

今 泉 重 夫(社 会学部 教 授)

湊 敏(教 養 部 助教授)

横 田 浩(教 養 部 助教授)

市ノ瀬 慎 一(社 会学部 助 手)

今 西 範 和

池 田 小 菜.TL

斎 藤 信 二

市 川 良 哉(教 養 部 教 授)

今 泉 重 夫(社 会学部 教 授)

米 谷 淳(社 会学部 助教授)
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